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Ⅰはじめに 
近年、岩手県における住宅環境にも変化が見られ、
高断熱・高気密仕様の快適な住宅が増えたことにより、
人々の日常生活の暮らしが向上し、快適で健康・安全
な暮らしを享受出来るようになってきた。 
 これらの背景には、東北地方の寒冷地岩手県に「や
ませ」などの特異的な季節的自然条件がもたらす様々
な影響を見ることができる。その住宅環境を見ると、
居間の住環境は暖房をしている部屋を除くと室内の上
下の温度差が特に顕著であり、湿度は住宅の気密性や
換気量にも影響がみられた１）。 
岩手県の住環境においては、これまで寒冷に対して
の対策が試みられてきたが、就寝時の住環境のみつい
ての報告はあっても住環境と着衣つまり寝衣との関係
については報告がなく、就寝時のあり方にまだ遵守さ
れない点も多く、就寝時の住環境と寝衣との関係を探
ることによって初めて、快適な住環境の提言ができる
ものと思われる。 
しかし、冬季における住環境と衣服との関係につい
ては２）、住宅に対する不満はあっても衣服の着装状態
は満足していることから、どのように衣服で環境をカ
バーするかが問題と考える。これを受けて「冬季にお
ける住宅環境と衣服着装との関係」について３）、寒冷
地での衣服着装が住環境とどのような関りを示すかに
ついて調査・実験を行った結果、外気温と住環境・衣
環境の温度や湿度の差を少なくすれば熱放散は少なく
なるが、良好な環境にあっても着装衣服の増加は衣服
内環境の乱れを引き起こすことが、発汗量の測定によ
って認識できた。 
 以上は、いずれも人々の覚醒時における調査である
が、今回は、これまで脳卒中の死亡率に地域差があり、
特に東北地方に多く４）、暖房室と非暖房室との温度差
および室内の上下の温度差も指摘されていることから、
高齢者の寝室環境条件や就寝時の衣服着装とその衛生
状態についての実態調査を行った。 
 
Ⅱ 研究方法 
Ⅱ－１ 被験者は 60～63 歳の健康な女子 5 名 
２ 盛岡市内の在来工法の住宅を無作為に 5 軒選
択した。今回はその 1 軒について報告する。 
３ 住宅環境の温度・湿度の測定 
住環境の測定は①外気、②玄関、③居間④台
所、⑤トイレ、⑥寝室の 6 箇所に（株）テイ
＆デイ「Thermo Recorder おんどとり TR－
７２S」（Ch1：温度測定範囲０～５０℃・Ch2：
湿度測定範囲 10～95%RH）を使用した。床
上 1.2ｍ、測定は 10 分間にして設置した。 
 
４ 寝床環境の温度・湿度の測定 
測定期間中の寝具および寝巻き等の快適状
況の記録は、HIOKI 温度ロガー3650 を 1 名に
つき 6 ヶ所（いずれも寝巻きの表面）、また
掛け布団側 3 ヶ所にも温湿度ロガーを取り付
け、10 分間隔のフルタイムで測定した。 
  
 
 
 
 
 
 
写真 1 HIOKI 温湿度ロガー（左表 右裏） 
 
衣服・寝具への取り付けはテトロンゴースによって
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3.5cm×10cm の袋を作り、その袋の中にボタン
型温湿度ロガーを入れて、寝衣の所定の箇所に
四隅を取り付ける。 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ 袋に入れた温湿度ボタンロガ  ー
 
ロガーの取り付け位置 
  パジャマの取り付け位置は①FNP（前フロン
トネック）②右肩 ③左肩 ④前ウエスト中央 
⑤右前裾 ⑥左前裾の 6 ケ所である。 
  布団の取り付け位置は、掛け布団の人体に一
番近いタオルケットの⑦上部（首近辺） ⑧中
央  ⑨足近辺の３ヶ所である。 
 
５ 寝床内における衛生状態 
   寝床内の細菌の採取（1 名について 3 種 
7 ヶ所）は被実者の起床後、寝床をそのま 
まにしておいて採取した。 
採取箇所は①枕 ②右肩付近 ③左肩付近 
④腰付近 ⑤右足付近 ⑥左足付近  
⑦パジャマの後ろ衿の 7 箇所である。 
   使用した培地は、一般細菌測定用：SCD 寒 
天、大腸菌群用：デゾキシコレート寒天、 
真菌用：サブロー寒天の 3 種で培養条件は 
42℃36 時間を 2 回実施した。 
   以上について、2008 年の夏季（8～9 月）と冬季
（1 月～3 月初め）において、リアルタイムで約
10 日間のデータを採取した。 
 
Ⅲ 結 果 
Ⅲ－１住環境の温度・湿度（S.T の例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 外気の温湿度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 玄関の温湿度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 台所の温湿度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 寝室の温湿度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 トイレの温湿度 
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図 6 居間の温湿度 
 
以上、図 1～6 に見られた被験者 S.T 氏宅のグラフか
らその数値を表 1 にまとめた。冬季外気の温湿度に対
して住環境の温湿度は部屋によって差が明らかである。 
これを表１に照らしあわせて見ると、外気の温度につ
いては、最高 5.7℃、最低－7.2℃、平均 0.8℃で、マイ
ナスを記録しているのはいずれも早朝である。 
 
表１ 外気の温湿度と住環境の温湿度 
 
Ｓ．Ｔ宅の温湿度状況 （2008.02.03～2008.02.12） 
測定場所 湿度/温度 Ｍａｘ Ｍｉｎ Ａｖｇ
℃ 5.7 -7.2 0.8
外気 
％ＲＨ 92.0  28.0 66.2
℃ 7.1 -1.4 3.5
玄関 
％ＲＨ 87.0  45.0 70.1
℃ 6.1 -1.3 3.0 
トイレ 
％ＲＨ 95.0  58.0 78.2
℃ 29.7 2.7 15.3
居間 
％ＲＨ 50.0  16.0 34.9
℃ 21.7 4.3 10.3
台所 
％ＲＨ 68.0  35.0 48.9
℃ 17.0  1.0 6.1
寝室 
％ＲＨ 72.0  36.0 57.0 
 
また、湿度は最高 92.0%、最低 28.0%、平均 66.2%で
早朝に高くなる傾向がみられ、早朝の温度が低いとき
に湿度が高く、厳しい寒冷の状況が伺える（図 1）。こ
れに対して玄関では最高 7.１℃、最低－1.4℃、平均
3.5℃、最高 87.0％、最低 45.0％、平均 70.1％で外気の
状態に近い。 
 台所では、火を使うことにより、温湿度とも小刻み
に変化するが、最高 21.7℃、最低 4.3℃、平均 10.３℃、
湿度は最高 68.0％、最低 35.0％、平均 48.9％であった。 
 寝室の温度は、最高 17.0℃、最低 1.0℃、平均 6.1℃
であり、湿度は最高 72.0%、最低 36.0％平均 57.1％で、
外気の温湿度に比べると高く推移しているが、外気の
傾向に比べてその変化が小刻みで、0℃近くにまで下が
っている状況が伺える。トイレの温湿度も外気と良く
似た傾向を示し、最高温度 6.1℃、最低－1.3℃、平均
3.0℃であり、湿度は最高 95.0％、最低 58.0％、平均
78.0％であった。これに対して居間の傾向は、温度、
湿度ともにその上下が著しく（図5）、最高温度29.7℃、
最低 2.7℃、平均 15.3℃であるのに対して、湿度では最
高 50.0％、最低 16.0％、平均 34.9％であった。 
 
Ⅲ－２ 寝床内の環境 
① 就寝時布団内における温度の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 掛け布団内における温度の推移 
 
掛け布団内の温度変化を見ると全体的に掛け布団
の下部での温度が低く、上部が 34.0℃台を記録する時、
25℃台で約 10℃の差がある。このことから室内といえ
ども布団下部からの冷気侵入は安眠を妨げる要因にな
るばかりでなく、就寝時血圧の上昇にもつながる要因
となる恐れがある。 
 
Ⅲ－３ パジャマ内における温度の推移 
就寝時におけるパジャマ内の温度の変化は腰周辺
では 34.0～35.0℃で安定しているが、肩周辺（右肩、
FNP、左肩）は腰周辺に比較して低めである。身体が
掛け布団からはみ出し、室温にさらされていることが
伺える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一週間の掛け布団内の温度変化    単位：℃ 
測定場所 Ｍａｘ Ｍｉｎ Ａｖｇ 
上部 35.5 16.5 22.6 
中央 34.5 16.5 23.0 
下部 35.0  16.5 21.7 
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図 8 パジャマ内における温度の推移と拡大 
 
Ⅳ 寝床内における衛生状態 
Ⅳ－１ 寝床内における細菌の推移 
 ３種の細菌検出用培地によって、敷き布団内６ケ所
から採取を行った結果、大腸菌群については検出でき
なかった。また真菌については検出されたものの１ヶ
所から 1~5 個で、検出されない箇所もあった。一般細
菌については、いずれの箇所においても検出され、そ
の数は 1~8 個であった。 
このことから布団内からは大腸菌群の検出は皆無であ
ったので、一般細菌のみにしぼって行った。 
 一般細菌・真菌・大腸菌の検出結果は、写真３とし
て示した。また、被験者 TS 氏、TGM 氏、M‘1 氏の
一般細菌の推移は写真４に示した。 
 写真 3 では、一般細菌と真菌がそれぞれ検出された
が、一般細菌は各測定場所で見られたが、主として身
体の下部＝足部においてやや多い傾向が見られた。写
真４は、被験者 3 名の一般細菌のデータを表したもの
である。 
 これを見ると、各測定部で一般細菌が検出されてお
り、特に身体下部（足部）に多く見られる。 
一般的にはこの細菌が検出されたから必ずしも、即「不
衛生」であるということはできないが、一般細菌が検
出されたことは、何らかの汚染があると考えなくては
ならない。特に、測定部位①は枕であることから、頭
部の汚染が関わっていることが考えられる。また、腰
③から下の足部④⑤に多く見られたので足部の衛生に
注意を払う必要がある。 
 
Ⅴ まとめ 
 地球温暖化の対策として、「高断熱・高気密」住宅の
政策誘導が顕著になってきたが、高断熱・高気密の住
宅では省エネルギーで省 CO２にもなり、住宅内での
温熱環境も改善されるという複合的な利点もある。し
かし、高断熱・高気密の住宅では日常遵守しなければ
ならない項目もある。 
これまで、岩手県の住環境においては、寒冷に対して
の対策が試みられてきたが、就寝時の住環境のみつい
ての報告はあっても住環境と着衣つまり寝衣との関係
については報告がなく、就寝時のあり方にまだ遵守さ
れない点も多く、就寝時の住環境と寝衣との関係を探
ることによって初めて、快適な住環境の提言ができる
ものと思われる。 
一方、一人暮らしの高齢者住宅では、高断熱・高気密
の住宅に住み替えも容易ではなく、従来の住み方に準
じている実態がある。 
以上の結果から、高齢者の生活について調査したとこ
ろ、就寝時外気温と外気湿の変化にともない室内の温
湿度の変化が連動していることが認められた。さらに
寝床内の温湿度も変化することが認められた。このこ
とから外気温や外気湿の変化には、外気の侵入を避け
るような気密性を考慮した住環境を作らなければなら
ない。また就寝時、特に敷き布団が床からの湿度に、
また掛け布団では布団の下部からの冷気の侵入を避け
るよう、敷き布団に対する掛け布団の面積の広い大き
さの寸法を持ったものを選ぶことによって、布団下部
からの冷気の侵入を防ぐことができる。 
 室内の温湿度が 20℃、50％位に保持できれば快適な
住環境を得ることが出来ると考える。 
 布団の衛生状態については、枕①の部分に顕著であ
ったので、頭部の汚染が関わっていることが考えられ
る。また、腰③から下の足部④⑤に多く見られたこと
は、温度よりも湿度の高いときに繁殖をすることがあ
るので、冬季日照時間が少ない東北地方では布団乾燥
機を用いるなど布団の乾燥に心掛けるよう気を配るこ
とが大切である。 
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枕 右肩 FNP 左肩 腰 右足 左足
一般細菌
個数 2 2 5 1 6 8 1
真菌
個数 0 0 0 0 5 0 1
大腸菌
個数 0 0 0 0 0 0 0
枕 肩 腰 右足 左足
TGM
TS
M'
写真 3 一般細菌・真菌・大腸菌の検出結果 
写真 4 被験者 3 名の一般細菌検出結果 
